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松
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温
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ま
つ
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野
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犬
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引
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取
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編
集
後
記

　
κ
月
の
ガ
ー
ル
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

も
終
わ
り
、
農
家
に
と
っ
て
は
忙
が

し
い
貯
期
が
や
っ
て
来
去
し
た
。
し

・
か
し
、
時
折
ひ
じ
L
う
に
寒
い
H
が

あ
μ
た
り
し
て
、
へ
－
年
・
も
友
候
に
は

悩
よ
さ
ね
そ
う
で
」
ね
。

　
κ
月
．
．
．
H
に
は
、
松
之
山
町
の
成

人
式
が
休
養
村
e
ン
タ
ー
と
観
降
寺

の
お
ぴ
て
勧
わ
れ
長
し
た
。
み
ん
な

高
校
－
生
竿
裳
し
て
．
．
年
し
か
た
っ
て

い
な
い
の
に
、
ヂ
っ
か
り
大
人
び
て

見
問
違
が
え
る
ほ
ど
．
て
す
。

　
今
、
彼
ら
に
と
っ
て
松
之
山
は
ど

ん
な
風
に
見
え
て
い
る
の
で
し
L
う

か
、
興
昧
の
あ
る
所
で
ょ
。
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五
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・
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・
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の
届
は
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

5
月
3
日

松
之
山
町
成
人
式
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は

心
の
豊
さ
が
大
切
と

観
音
寺
の
お
寺
で
　
　
．

座
禅
の
修
業
も
行
わ
れ
、

成
人
者
は
び
っ
く
り
。
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平
成
2
年
第
3
回

臨
時
議
会
開
催
さ
れ
る

松
之
山
診
療
所
新
築
に

G
O
サ
イ
ン

　
平
成
二
年
第
三
回
の
松
之
山
町

臨
時
議
会
が
五
月
二
十
四
日
（
水
）

の
午
後
開
催
さ
れ
、
平
成
元
年
度

に
お
け
る
補
正
予
算
、
及
び
税
条

例
の
一
部
改
正
、
松
之
山
診
療
所

建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど

八
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
補
正
予
算
関
係
で

は
、
一
般
会
計
（
第
十
二
回
）
で

四
、
九
一
一
万
四
千
円
が
追
加
さ

れ
総
額
で
二
六
億
八
、
八
九
一
万

二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
決

算
で
は
、
二
、
五
〇
〇
万
円
ほ
ど

の
黒
字
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
事

で
す
。
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

は
、
診
療
所
建
設
用
地
な
ど
の
公

有
財
産
購
入
費
と
し
て
二
、
二
〇

〇
万
円
が
、
ま
た
大
幅
な
黒
字
が

予
想
さ
れ
る
た
め
町
債
管
理
基
金

な
ど
へ
の
積
立
金
と
し
て
三
、
三

八
七
万
円
ほ
ど
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
な
ど
三
特
別
会

計
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
↓
兀
年
度

の
最
終
的
な
補
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
ま
た
、
こ
の
臨
時
議
会
で
は
松

之
山
診
療
所
建
築
契
約
が
上
程
さ

れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階

建
（
延
べ
面
積
一
、
四
一
一
・
〇

七
八
㎡
）
一
棟
を
、
三
億
三
、
六

八
一
万
円
で
株
式
会
社
高
橋
組
が

建
築
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

工
期
は
五
月
二
十
八
日
か
ら
来
年

三
月
二
十
日
ま
で
の
予
定
で
す
。

建
築
場
所
は
、
現
在
あ
る
診
療
所

の
裏
側
、
町
営
駐
車
場
奥
で
道
路

に
面
し
た
方
が
正
面
玄
関
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
工
事
に
と
も
な
い

平
成
二
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
で
、
七
六
七
万
五
千
円
が
追

加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
六
月
定
例
議
会
は
十
八
・

十
九
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
る
予

｛
疋
で
す
。
多
く
の
方
か
ら
傍
聴
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松之山新診療所完成予想図
　　　　　（正面側）
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来年3月末にはこのような診療所が完成します。

ビ
ぱ詔

畠

『
瓢

湯
本
出
張
診
療
所
廃
止
に
と
も

な
い
患
者
輸
送
車
を
闘
閣
四
団
闇
闇

よ
り
運
行
し
ま
す
。

　
松
之
山
診
療
所
の
新
築
及
び
湯

本
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
に

と
も
な
い
”
湯
本
出
張
診
療
所
”

が
、
六
月
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
に
な

り
ま
す
。

　
七
月
よ
り
松
之
山
診
療
所
に
て

診
察
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
毎
週

野F・　　げ饗』　　　　　　　　『蹴　　　　爾

一郵塗　　　蕪、鱒
6月いっぱいで廃止となる湯本出張診療所

火
曜
日
に
患
者
輸
送
バ
ス
を
松
里

地
区
に
運
行
し
ま
す
。
患
者
数
の

関
係
で
二
往
復
し
ま
す
の
で
、
運

行
時
間
を
確
認
の
う
え
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
回
目
は
混
み

合
う
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

出
来
る
だ
け
二
回
目
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
運
行
時
間
及
び
乗
降
場
所
は
表

の
と
お
り
で
す
の
で
、
時
間
及
び

場
所
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
利
用

願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
隔
週
月
曜
日
に
運
行
し

て
い
ま
す
布
川
・
浦
田
地
区
に
つ

き
ま
し
て
も
、
一
部
運
行
時
間
と

止
ま
る
場
所
を
表
の
よ
う
に
変
更

し
ま
し
た
の
で
、
問
違
え
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
来
年
春
に
は
設
備
の
整
っ
た
き

れ
い
な
診
療
所
が
出
来
上
が
り
ま

す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
住
民
の

皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

松里方面運行時間
東川方面運行時間

上鰯池　集　会　所　前 9：00発 　松里方面運イ丁時間

迎え※順目は混み合いますので出来るだけ2回目を御利用下さい中　　尾　鏡ケ池入口前 9：05
藤　　倉　集　会　所　前 9：10 天水越　伝　兵　工　宅　前 8：30発 10：30発
東　　川　克雪センター前 9：13 〃　　水　之　屋　宅　前 8：31 10：31
下蝦池　バ　ス　停　前 9：14 〃　　公　　会　　堂　　前 8：33 10：33
五十子平　バ　ス　停　前 9：16 〃　　都　　屋　　宅　　前 8：35 10：35
橋　　詰　バ　ス　停　前 9：20 農　協　松　里　支　所　前 8：37 10：37
観音寺　バ　ス　停　前 9：22 湯　本　米屋宅前バス回転場 8：41 10：41
松　之　山　診　療　所 9：25着 湯　山　公　　会　　堂　　前 8：46 10：46

浦田方面運行時商
〃　　清八商店宅前 8二47 10：47
松　　之　　山　診　療　所 8：52着 10二52着

中立山　バ　ス　停　前 9：00発

送り

田麦立　集　会　所　前 9：05
坂　　中　バ　ス　停　前 9：09
月　　池　ポンプ舎前 9二12 松　之　山　診　療　所 10二〇〇発 診療終了

後発

（12時頃σ）

予定）

豊　　田　バ　ス　停　前 9：17 湯　山　清八商店宅前 10：05
湯之島　旧若月商店宅前 9：19 ノノ　　公　　会　　堂　　前 10：06

上之山　克雪センター前 9：21 湯　本　米屋宅前バス回転場 10：11
曽　　根　小川屋商店宅前 9：23 農　協　松　里　支　所　前 10：15
曽　　根　集　会　所　前 9：26 天水越　都　　屋　　宅　　前 10：17
黒　　倉　旧’分　校　前 9：32 〃　　公　　会　　堂　　前 10：19

兎　　ロ　バ　ス　停　前 9：38 〃　　水　之　屋　宅　前 10：21

松　之　山　診　療　所 9：42着 〃　　伝　兵　工　宅　前 10：22着

迎え※順目は混み合いますので出来るだけ2回目を御利用下さい

浦田方面運行時商

送り
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場
所
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
利
用

願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
隔
週
月
曜
日
に
運
行
し

て
い
ま
す
布
川
・
浦
田
地
区
に
つ

き
ま
し
て
も
、
一
部
運
行
時
間
と

止
ま
る
場
所
を
表
の
よ
う
に
変
更

し
ま
し
た
の
で
、
問
違
え
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
来
年
春
に
は
設
備
の
整
っ
た
き

れ
い
な
診
療
所
が
出
来
上
が
り
ま

す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
住
民
の

皆
さ
ん
に
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

松里方面運行時間
東川方面運行時間

上鰯池　集　会　所　前 9：00発 　松里方面運イ丁時間

迎え※順目は混み合いますので出来るだけ2回目を御利用下さい中　　尾　鏡ケ池入口前 9：05
藤　　倉　集　会　所　前 9：10 天水越　伝　兵　工　宅　前 8：30発 10：30発
東　　川　克雪センター前 9：13 〃　　水　之　屋　宅　前 8：31 10：31
下蝦池　バ　ス　停　前 9：14 〃　　公　　会　　堂　　前 8：33 10：33
五十子平　バ　ス　停　前 9：16 〃　　都　　屋　　宅　　前 8：35 10：35
橋　　詰　バ　ス　停　前 9：20 農　協　松　里　支　所　前 8：37 10：37
観音寺　バ　ス　停　前 9：22 湯　本　米屋宅前バス回転場 8：41 10：41
松　之　山　診　療　所 9：25着 湯　山　公　　会　　堂　　前 8：46 10：46

浦田方面運行時商
〃　　清八商店宅前 8二47 10：47
松　　之　　山　診　療　所 8：52着 10二52着

中立山　バ　ス　停　前 9：00発

送り

田麦立　集　会　所　前 9：05
坂　　中　バ　ス　停　前 9：09
月　　池　ポンプ舎前 9二12 松　之　山　診　療　所 10二〇〇発 診療終了

後発

（12時頃σ）

予定）

豊　　田　バ　ス　停　前 9：17 湯　山　清八商店宅前 10：05
湯之島　旧若月商店宅前 9：19 ノノ　　公　　会　　堂　　前 10：06

上之山　克雪センター前 9：21 湯　本　米屋宅前バス回転場 10：11
曽　　根　小川屋商店宅前 9：23 農　協　松　里　支　所　前 10：15
曽　　根　集　会　所　前 9：26 天水越　都　　屋　　宅　　前 10：17
黒　　倉　旧’分　校　前 9：32 〃　　公　　会　　堂　　前 10：19

兎　　ロ　バ　ス　停　前 9：38 〃　　水　之　屋　宅　前 10：21

松　之　山　診　療　所 9：42着 〃　　伝　兵　工　宅　前 10：22着

迎え※順目は混み合いますので出来るだけ2回目を御利用下さい

浦田方面運行時商

送り
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総合検診受けて安心

／みんなで受診しましょう
6月18日（月）～22日㈹

　
一
年
に
一
度
、
卜
八
歳
以
上
の

全
町
民
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
”
総
合
検
診
”
が
、
今
年

も
六
月
十
八
口
か
ら
二
十
二
口
ま

で
の
五
日
間
、
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
及
び
町
民
体
育
館
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
総
合
検
診
で
は
、
間
接
撮

影
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
・
一
般
健
康

診
査
・
胃
検
診
・
肺
ガ
ン
検
診
・

子
宮
ガ
ン
検
診
・
母
性
貧
血
検
査

な
ど
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
検
診
項
目
ご
と
に
対
象
年
齢

等
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
方
か
ら
各
種
ガ
ン
検

診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

　
現
在
、
口
本
に
お
け
る
死
亡
原

囚
の
ト
ッ
プ
は
、
何
と
い
っ
て
も

ガ
ン
で
す
。
ガ
ン
は
早
期
発
見
さ

え
す
れ
ば
、
そ
ん
な
に
恐
い
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
且
ハ
合
い
が
悪

く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
過
ぎ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
総
合
検
診
の
機
会
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
の
内
容
に
つ
い
て
は
昨
年

と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回

特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
皆
さ
ん
の
所
に
届
い
て
い
ま

す
『
受
診
票
』
を
必
ず
持
参
し
て

「自は健康だ」と思っている方でも

思わぬ所に病気があるものです。

部落別検査日程表
口　　　　別 午　　　　　　前 午　　　　　　後

中　　　　　　尾 天　　　水　　　島

6月18目（ll） 東　　　　　　山 湯　　　　　　山

赤　　　　　　倉
坪　　　　　　　野

中　　．“五　　山 藤　　　　　　倉

川　　麦　　立 ヒ　　蝦　　　池
19日（火） 月　　　　　　　池 東　　　　　　川

坂　　　　　　中 ド　　蝦　　　池

豊　　　　　　田
上　　　之　　　山

北　　　浦　　　田

西　　　之　　　前

藤　　　　　　原

湯　　　　　　本 兎　　　　　　口
20日（水） 松　　　之　　　山 黒　　　　　倉

新　　　　　　山
光　　　　　　問

天　　　水　　　越 水　　　　　　梨

21日困 五　十　子　平 ／j・　　　　　　谷

大　　　荒　　　戸

下　　　川　　　手 湯　　　之　　　島

22日㈹ 上　　　川　　手 新　　　　　　田
會　　　　　　根

検
診
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

で
す
。
こ
の
受
診
票
が
各
種
検
診

の
基
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
乳
ガ
ン
検
診
は
今
回
で
な
く
、

七
月
の
十
日
・
十
二
H
・
十
七
日

の
三
日
間
、
午
後
一
時
よ
り
休
養

村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
か
ら
受
診
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
H
に
検
診
で
き
る
人

数
が
決
ま
っ
て
い
る
関
係
で
、
部

落
別
に
検
診
日
が
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
日
都
合
の
悪
い

方
は
、
い
つ
で
も
受
診
で
き
ま
す

・
の
で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
部
落
ご
と
に
送
迎
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
利
用

願
い
ま
す
。

　
健
康
に
自
信
が
あ
っ
て
も
お
も

わ
ぬ
所
が
弱
っ
て
い
た
り
す
る
も

の
で
す
。
総
合
検
診
で
自
分
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

松
之
山
町
名
誉
町
民

．
高
橋
与
平
氏
（
中
尾
出
身
）

ご
逝
去
さ
れ
る

　
松
之
山
町
の
名
誉
町
民
で
あ
り

ま
し
た
中
尾
出
身
の
高
橋
与
平
氏

（
株
式
会
社
吉
池
社
長
）
が
、
五

月
十
一
日
入
院
先
の
神
奈
川
県
東

海
大
附
属
病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
故
高
橋
与
平
氏
は
、
明
治
十
六

年
生
ま
れ
で
満
百
六
歳
と
い
う
高

齢
で
し
た
．

　
高
橋
氏
は
県
内
及
び
東
京
で
教

職
生
活
を
し
た
後
、
東
京
御
徒
町

で
現
在
の
ス
ー
パ
ー
の
元
祖
と
も

い
う
べ
き
総
合
商
社
を
設
立
、
　
一

代
で
現
在
の
よ
う
な
大
き
な
会
社

に
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

満田6歳で亡くなられた
　、故高橋与平氏

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
請
求
に
つ
い
て

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か

ら
で
す
が
、
本
人
が
希
望
し
た
場

合
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の

間
に
繰
上
げ
て
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

裁
定
請
求
書
が
受
理
さ
れ
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
年
金
の
支

給
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
支
給
の
繰
上
げ
を
希
望
し
た
人

に
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ

る
年
金
額
か
ら
裁
定
請
求
を
し
た

と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
次
の
表
の

と
お
り
、
一
定
の
率
で
減
額
さ
れ

た
額
と
な
り
ま
す
。

　
繰
上
げ
支
給
は
、
本
人
の
希
望

に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
す
が
、
こ

の
場
合
、
次
の
こ
と
を
十
分
承
知

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
減
ぜ
ら
れ
た
額
は
、
六
十
五
歳

　
に
な
っ
て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
こ
と
は
な
く
、
減
額
率
は
終
生

　
続
き
ま
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場

　
合
は
、
そ
の
期
間
支
給
停
止
と

　
な
り
ま
す
。

③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

④
障
害
者
に
な
つ
て
も
、
障
害
基

　
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
、

　
退
職
共
済
年
金
は
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

65歳 （満額）　　　666，000円

64歳 592，700Fl　　　　　11％

63歳 532，800円　　額　20％

しa． 479，500円　減額　28％

61． 432，900円　　減額　35％

6機　　336，300円　　減　額　　422％

注）60歳までの全期間保険料を納めた場合0）年金額です。

テニス都室

を始めま～す

　松之山テニス協会では、初

心者の皆さんを対象としたテ

ニス教室を、6月7日体）より

開始します。

　毎週木曜日、夜8時から9
時半まで、体育館前の町民テ

ニスコートで行います。会費

は無料ですので、ぜひ大勢の

方から参加していただきたい

と思います。

、
、
締物

⑤
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間
に
繰
上
げ
て
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

裁
定
請
求
書
が
受
理
さ
れ
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
年
金
の
支

給
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
支
給
の
繰
上
げ
を
希
望
し
た
人

に
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の

額
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ
れ

る
年
金
額
か
ら
裁
定
請
求
を
し
た

と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
次
の
表
の

と
お
り
、
一
定
の
率
で
減
額
さ
れ

た
額
と
な
り
ま
す
。

　
繰
上
げ
支
給
は
、
本
人
の
希
望

に
よ
っ
て
行
う
も
の
で
す
が
、
こ

の
場
合
、
次
の
こ
と
を
十
分
承
知

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
減
ぜ
ら
れ
た
額
は
、
六
十
五
歳

　
に
な
っ
て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る

　
こ
と
は
な
く
、
減
額
率
は
終
生

　
続
き
ま
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場

　
合
は
、
そ
の
期
間
支
給
停
止
と

　
な
り
ま
す
。

③
寡
婦
年
金
の
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

④
障
害
者
に
な
つ
て
も
、
障
害
基

　
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑤
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
、

　
退
職
共
済
年
金
は
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

65歳 （満額）　　　666，000円

64歳 592，700Fl　　　　　11％

63歳 532，800円　　額　20％

しa． 479，500円　減額　28％

61． 432，900円　　減額　35％

6機　　336，300円　　減　額　　422％

注）60歳までの全期間保険料を納めた場合0）年金額です。

テニス都室

を始めま～す

　松之山テニス協会では、初

心者の皆さんを対象としたテ

ニス教室を、6月7日体）より

開始します。

　毎週木曜日、夜8時から9
時半まで、体育館前の町民テ

ニスコートで行います。会費

は無料ですので、ぜひ大勢の

方から参加していただきたい

と思います。

、
、
締物
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雨
の
ち
晴
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

2，000人がまつりを楽しむ
　　　　　　　　　　　（大民謡流しも盛大に）

　
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

賑
わ
う
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
。
今

年
も
五
月
卜
九
日
・
．
畠
レ
日
の
．
、

目
問
行
わ
れ
、
約
．
一
r
人
が
ま
つ

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
二
卜
日
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
に
も
』
百

人
が
参
加
、
さ
わ
や
か
な
五
月
晴

れ
の
大
厳
寺
高
原
で
焼
肉
を
食
べ

た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
歌
っ
た
り

し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま

し
た
。

　
レ
九
日
（
土
）
は
朝
か
ら
小
雨
の

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
関
係

者
を
や
き
も
き
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
天
候
も
徐
々
に
回
復

に
向
い
、
午
後
二
時
よ
り
予
定
し

た
管
領
塚
供
養
祭
・
松
里
保
育
園

児
の
雅
児
行
列
が
、
そ
れ
ぞ
れ
体

育
館
に
変
更
、
中
止
に
な
っ
た
ほ

か
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
児
曜
に
よ
る
鼓
笛

隊
演
奏
、
松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
皆
さ
ん
の
演
奏
も
雨
雲
を
ど
こ

か
へ
追
い
払
う
よ
う
な
迫
力
で
し

た
し
、
大
人
と
子
供
が
一
緒
に
か

つ
い
で
温
泉
街
を
練
り
歩
い
た
“
ち

び
っ
こ
み
こ
し
”
も
、
人
変
勇
壮

で
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
盛
ん

な
声
援
が
贈
ら
れ
芸
し
た
。

　
夜
の
部
は
、
し
時
、
．
．
O
分
よ
り

湯
本
、
天
水
、
松
之
山
、
ド
蝦
池

な
ど
の
踊
り
グ
ル
ー
ゾ
が
参
．
加
し

て
の
大
民
謡
流
し
が
米
屋
旅
館
前

を
ス
タ
ー
ト
、
温
泉
広
場
ま
で
観

光
客
の
皆
さ
ん
と
、
緒
に
流
し
て

踊
り
ま
し
た
．

　
広
場
の
川
り
に
は
農
協
の
山
菜

直
売
所
や
、
ワ
タ
γ
メ
、
イ
カ
焼

松里保育園児と越のおばあさんたちによ
る管領塚供養祭

き
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
沢
山
の
夜
店

が
並
び
、
．
r
供
た
ち
を
中
心
に
大

変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
八
時
．
．
、
O
分
か
ら
広
場
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
”
篠
路
圭
ソ
f
シ
ョ
ー
”

が
開
か
れ
、
人
勢
の
観
客
が
ス
テ

ー
ジ
を
取
り
囲
む
中
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
を
巾
心
に
六
曲
ほ
ど
歌
を
披

露
し
、
ま
っ
り
気
分
の
盛
り
L
げ

に
、
役
か
っ
て
い
よ
し
た
。
そ
の

後
、
踊
り
に
参
．
加
さ
れ
た
方
や
、

芸
つ
り
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
た

ち
に
配
ら
れ
た
抽
選
券
の
大
抽
選

輌黙㌶」
、＿編跡脚
一ロ麟畷1
槽7顧・一．．鯉

「ワッショイ、ワッショイ！」湯本温泉街を

子供みこしがにぎやかに練り歩く、，小雨の降る中でしたが、松里小学校児童が

元気に鼓笛演奏を披露してくれました。

ー
ド
響

勢

ぬ　　　　　　　　　　　ずヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　ぞづ　　り

、．〆乙．．㌧で欝ぐ

翌日は素晴らしい五月晴れとなり、ジンギスカン

まつりの会場大厳寺高原には、300人ものお客さ

んが訪れ、楽しい一一日を過しました、，

「さあ安いよ～」とにわかバナナ売りも

登場して景気をつける。

会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
中
坪
側
の

山
で
人
花
火
大
会
が
始
ま
り
、
大

ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
九
卜
七
発
が

打
ち
土
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
翌
H
の
H
曜
口
は
大
変
良
い
天

気
と
な
り
、
人
厳
寺
高
原
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
も
大
盛
況
。
好

天
に
誘
わ
れ
．
、
一
〇
〇
人
も
の
方
が

参
加
し
て
、
肉
を
食
べ
た
り
カ
ラ

オ
ケ
を
歌
っ
た
り
と
、
新
緑
ま
ぶ

し
い
高
原
で
楽
し
い
一
日
を
過
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
温
泉
ま
つ
り
は
「
雨
の

ち
晴
れ
」
で
無
事
終
了
し
、
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ステージでは篠路圭子ショーも行われ

沢山の人が詰め掛けました。
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轍騨翻駒
ごみ袋が指定さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
燃
え
る
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え

な
い
ご
み
の
区
分
け
（
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
爆
発
物
や
包

丁
な
ど
の
危
険
物
混
入
防
止
）
の
徹
底
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
美
化
（
観
光
客
や
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
、
通
勤
途

上
な
ど
で
よ
そ
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
し
て

行
く
ケ
ー
ス
が
増
え
、
ご
み
の
散
乱
な
ど
で
出
さ
れ
た
集

落
で
は
大
変
迷
惑
し
て
い
る
。
）
な
ど
の
改
善
の
た
め
、
燃

え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
袋
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

指定袋は次の3種類です〔価格二ま消費税を含みます

①一般家庭燃えるごみ用

　　縦75cm×横50cm　乳白色ポリ袋　約464円（50枚入）

②一般家庭燃えないごみ用

　　縦75cm×横50cm透明ポリ袋　　約608円（50枚入）

③事業所燃えるごみ用

　　縦85cm×横65cm　乳白色ポリ袋　約824円（50枚入）

ご
み
袋
の
販
売
方
法
は

　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
で
す

“
指
定
袋
に
よ
る
収
集
は

　
　
7
月
2
日
か
ら
で
す
”

　
こ
れ
は
、
指
定
し
た
袋
を
各
世

帯
か
ら
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
収

集
日
に
袋
に
そ
の
ご
み
を
出
す
方

の
氏
名
を
記
入
し
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
す
。

　　もえるゴミ
　　　（一一般家庭用）

◎

　◎

　◎

　◎

持出者氏名

津南地域衛生施設組合

　
初
回
だ
け
農
協
を
通
し
て
六
月

中
旬
に
世
帯
配
布
し
、
代
金
は
経

済
貯
金
で
決
済
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ご
み
を
自
家
処
理
し
た

り
、
世
帯
員
の
少
人
数
な
ど
で
一

束
（
五
〇
枚
入
）
ま
で
必
要
な
い

場
合
、
配
布
前
に
農
協
購
買
課
（
六

ー
二
三
〇
一
）
ま
た
は
、
役
場
保

健
衛
生
係
（
六
⊥
…
二
』
士
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
農
協
を
通
し
て
の
世
帯
配
布
は
、

出
来
る
だ
け
在
宅
砂
時
に
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
言
わ
れ

て
も
結
構
で
す
．

　
な
お
、
二
回
目
以
降
の
販
売
は
、

農
協
お
よ
び
小
売
店
で
行
い
ま
す
。

ご　み　袋 販 士
冗 店　　名

部，落 店　　　　名 電話 部　落 店　　　　名 電話

松之山 農協本所・店舗
6一
天水越 酢屋商店

6一

2231 2134
6一 6一

ノノ

米沢屋商店
ノノ

儀助商店2039 2292
6一 6一

ノノ

伊藤商店 ・天水島 農協松里支所
2038 2143
6一 6一

ノノ

ますや商店 東　川 農協布川支所
2020 2238

ノノ 坂　　　　杉
6一

ノノ ヤ　マ　キ　ヤ
6一

2026 2239
6一 6一

小　谷 十一屋商店 上之山 農協浦田支所
2533 3143
6一 6一

湯　本 渕　岡商店 2808
ノノ

亀屋商店 2518

．
9
）桑繍
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騨ぎ譲；
、
，櫨

＊
氏
名
の
な
い
ご
み
・
生
ご
み
で

　
水
分
の
多
い
ご
み
・
危
険
物
の

　
入
っ
て
い
る
ご
み
は
収
集
さ
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。

　
　
ガ
ラ
ス
な
ど
袋
の
破
れ
や
す

　
い
燃
え
な
い
ご
み
は
、
従
来
通

　
り
丈
夫
な
袋
に
入
れ
、
ま
た
、

　
指
定
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の

　
ご
み
は
従
来
通
り
ま
と
め
て
出
■

　
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
も

　
氏
名
を
記
入
し
た
紙
片
な
ど
を

　
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
農
協
を
通
し
て
水
切
袋
、
水
切

　
容
器
、
廃
油
処
理
箱
、
ス
プ
レ

　
i
缶
用
穴
あ
け
器
等
を
斡
旋
し

　
ま
す
。
一
人
く
が
ご
み
に
対

　
す
る
自
覚
と
モ
ラ
ル
を
守
り
、

　
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
し
ょ
・

　
う
。

＊
分
別
収
集
（
三
つ
の
袋
に
分
け

　
る
）
す
る
の
は
家
庭
ご
み
に
限

　
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
（
会
社

　
等
）
の
ご
み
は
直
接
ご
み
処
理

　
場
（
〇
二
五
七
－
六
五
ー
三
四

　
九
五
番
）
へ
、
事
前
に
電
話
し

　
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
使
用
済
乾
電
池
は
、
従
来
通
り

　
各
部
落
で
決
め
た
場
所
の
回
収

　
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
等
の
不
法
投
棄
の
禁
止

　
　
道
路
脇
な
ど
に
ご
み
等
の
投

　
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ご

　
み
を
捨
て
る
と
廃
棄
物
の
処
理

　
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ

　
り
、
不
法
投
棄
と
し
て
処
罰
さ

　
れ
ま
す
。
そ
の
ご
み
は
捨
て
た

　
方
か
ら
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ

　
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
か
け

　
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。衡

年
々
増
え
る
道
路
の
空
き
缶

　
　
　
全
町
あ
げ
て
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
毎
年
五
月
の
連
休
に
実
施
し
て

い
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
。
今
年
も

五
月
六
H
の
朝
、
全
町
一
斉
に
実

施
さ
れ
、
約
］
、
五
〇
〇
人
の
方

が
道
路
沿
い
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾

い
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
連
休
最
後
の
H
と
な
っ
た
こ
の

H
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
各
部
落

の
集
合
場
所
に
は
小
さ
な
子
供
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
峯

　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
「
、
轟

　
嫡
炸

ず
　
卿
拝
ζ

　
窮
讐
旨

、
、
礫
　
「

霧
繍
・

　
影
潔

腸

馨
懸

　
額
　
駅

ち
カ
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
集
ま

り
、
コ
ー
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
拾

い
始
め
ま
し
た
。

　
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
は
国
道
沿

い
が
一
番
多
い
よ
う
で
す
が
、
最

近
は
農
道
の
奥
で
も
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
困
っ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
H
約
一
時
間
で
拾
わ
れ
た

藻鞭讐i響、

鴨
朔

、
風
．

5月6日

ゴ
ミ
は
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
二

台
分
も
あ
り
、
い
つ
も
の
事
な
が

ら
壁
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
ベ
ー
の
皆
さ
ん
、

空
き
缶
の
投
げ
捨
て
だ
け
は
絶
対

止
め
ま
し
ょ
う
。

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「あきれるほどの量だ」と公民館の佐藤さん

⑨



ー
の
蕊
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し
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繍ρ嚇’
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e塗鹸鞭瞬
れますノ
　　　　ご脇力を願います

轍騨翻駒
ごみ袋が指定さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
燃
え
る
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え

な
い
ご
み
の
区
分
け
（
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
爆
発
物
や
包

丁
な
ど
の
危
険
物
混
入
防
止
）
の
徹
底
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
美
化
（
観
光
客
や
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
、
通
勤
途

上
な
ど
で
よ
そ
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
し
て

行
く
ケ
ー
ス
が
増
え
、
ご
み
の
散
乱
な
ど
で
出
さ
れ
た
集

落
で
は
大
変
迷
惑
し
て
い
る
。
）
な
ど
の
改
善
の
た
め
、
燃

え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
袋
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

指定袋は次の3種類です〔価格二ま消費税を含みます

①一般家庭燃えるごみ用

　　縦75cm×横50cm　乳白色ポリ袋　約464円（50枚入）

②一般家庭燃えないごみ用

　　縦75cm×横50cm透明ポリ袋　　約608円（50枚入）

③事業所燃えるごみ用

　　縦85cm×横65cm　乳白色ポリ袋　約824円（50枚入）

ご
み
袋
の
販
売
方
法
は

　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
で
す

“
指
定
袋
に
よ
る
収
集
は

　
　
7
月
2
日
か
ら
で
す
”

　
こ
れ
は
、
指
定
し
た
袋
を
各
世

帯
か
ら
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
収

集
日
に
袋
に
そ
の
ご
み
を
出
す
方

の
氏
名
を
記
入
し
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
す
。

　　もえるゴミ
　　　（一一般家庭用）

◎

　◎

　◎

　◎

持出者氏名

津南地域衛生施設組合

　
初
回
だ
け
農
協
を
通
し
て
六
月

中
旬
に
世
帯
配
布
し
、
代
金
は
経

済
貯
金
で
決
済
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ご
み
を
自
家
処
理
し
た

り
、
世
帯
員
の
少
人
数
な
ど
で
一

束
（
五
〇
枚
入
）
ま
で
必
要
な
い

場
合
、
配
布
前
に
農
協
購
買
課
（
六

ー
二
三
〇
一
）
ま
た
は
、
役
場
保

健
衛
生
係
（
六
⊥
…
二
』
士
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
農
協
を
通
し
て
の
世
帯
配
布
は
、

出
来
る
だ
け
在
宅
砂
時
に
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
言
わ
れ

て
も
結
構
で
す
．

　
な
お
、
二
回
目
以
降
の
販
売
は
、

農
協
お
よ
び
小
売
店
で
行
い
ま
す
。

ご　み　袋 販 士
冗 店　　名

部，落 店　　　　名 電話 部　落 店　　　　名 電話

松之山 農協本所・店舗
6一
天水越 酢屋商店

6一

2231 2134
6一 6一

ノノ

米沢屋商店
ノノ

儀助商店2039 2292
6一 6一

ノノ

伊藤商店 ・天水島 農協松里支所
2038 2143
6一 6一

ノノ

ますや商店 東　川 農協布川支所
2020 2238

ノノ 坂　　　　杉
6一

ノノ ヤ　マ　キ　ヤ
6一

2026 2239
6一 6一

小　谷 十一屋商店 上之山 農協浦田支所
2533 3143
6一 6一

湯　本 渕　岡商店 2808
ノノ

亀屋商店 2518

．
9
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騨ぎ譲；
、
，櫨

＊
氏
名
の
な
い
ご
み
・
生
ご
み
で

　
水
分
の
多
い
ご
み
・
危
険
物
の

　
入
っ
て
い
る
ご
み
は
収
集
さ
れ

　
ま
せ
ん
の
で
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。

　
　
ガ
ラ
ス
な
ど
袋
の
破
れ
や
す

　
い
燃
え
な
い
ご
み
は
、
従
来
通

　
り
丈
夫
な
袋
に
入
れ
、
ま
た
、

　
指
定
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の

　
ご
み
は
従
来
通
り
ま
と
め
て
出
■

　
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
も

　
氏
名
を
記
入
し
た
紙
片
な
ど
を

　
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
農
協
を
通
し
て
水
切
袋
、
水
切

　
容
器
、
廃
油
処
理
箱
、
ス
プ
レ

　
i
缶
用
穴
あ
け
器
等
を
斡
旋
し

　
ま
す
。
一
人
く
が
ご
み
に
対

　
す
る
自
覚
と
モ
ラ
ル
を
守
り
、

　
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
し
ょ
・

　
う
。

＊
分
別
収
集
（
三
つ
の
袋
に
分
け

　
る
）
す
る
の
は
家
庭
ご
み
に
限

　
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
（
会
社

　
等
）
の
ご
み
は
直
接
ご
み
処
理

　
場
（
〇
二
五
七
－
六
五
ー
三
四

　
九
五
番
）
へ
、
事
前
に
電
話
し

　
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
使
用
済
乾
電
池
は
、
従
来
通
り

　
各
部
落
で
決
め
た
場
所
の
回
収

　
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
等
の
不
法
投
棄
の
禁
止

　
　
道
路
脇
な
ど
に
ご
み
等
の
投

　
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ご

　
み
を
捨
て
る
と
廃
棄
物
の
処
理

　
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ

　
り
、
不
法
投
棄
と
し
て
処
罰
さ

　
れ
ま
す
。
そ
の
ご
み
は
捨
て
た

　
方
か
ら
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ

　
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
か
け

　
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。衡

年
々
増
え
る
道
路
の
空
き
缶

　
　
　
全
町
あ
げ
て
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
毎
年
五
月
の
連
休
に
実
施
し
て

い
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
。
今
年
も

五
月
六
H
の
朝
、
全
町
一
斉
に
実

施
さ
れ
、
約
］
、
五
〇
〇
人
の
方

が
道
路
沿
い
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾

い
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
連
休
最
後
の
H
と
な
っ
た
こ
の

H
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
各
部
落

の
集
合
場
所
に
は
小
さ
な
子
供
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
峯

　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
「
、
轟

　
嫡
炸

ず
　
卿
拝
ζ

　
窮
讐
旨

、
、
礫
　
「

霧
繍
・

　
影
潔

腸

馨
懸

　
額
　
駅

ち
カ
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
集
ま

り
、
コ
ー
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
拾

い
始
め
ま
し
た
。

　
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
は
国
道
沿

い
が
一
番
多
い
よ
う
で
す
が
、
最

近
は
農
道
の
奥
で
も
目
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
困
っ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
H
約
一
時
間
で
拾
わ
れ
た

藻鞭讐i響、

鴨
朔

、
風
．

5月6日

ゴ
ミ
は
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
二

台
分
も
あ
り
、
い
つ
も
の
事
な
が

ら
壁
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
ベ
ー
の
皆
さ
ん
、

空
き
缶
の
投
げ
捨
て
だ
け
は
絶
対

止
め
ま
し
ょ
う
。

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「あきれるほどの量だ」と公民館の佐藤さん

⑨
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．

4

，
晶

5月H日東京吉池デパートで行われた事務所開設式

都
市
の
情
報
を
素
早
く
キ
ャ
ツ
チ
松
之
山
東
京
事
務
所
開
設

騨
京拠霧

　
現
為
、
地
万
と
都
市
と
の
つ
な

が
り
は
年
々
深
ま
り
を
み
せ
て
お

り
、
各
万
面
で
交
流
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
「
極
集
中
化
し
て
い
る

現
状
で
は
、
首
都
東
京
で
の
情
報

が
大
変
重
要
な
意
味
を
侍
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
で
も
数
年
前
か
ら
東
京

葛
飾
と
の
交
流
を
実
施
し
た
り
、

人
材
育
成
を
目
的
に
若
手
職
員
を

研
修
の
た
め
東
京
に
派
遣
し
た
り

し
て
、
行
政
及
び
観
光
の
両
面
か

ら
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
し
て
い

ま
弓
、

　
こ
の
程
、
東
京
と
の
太
い
バ
イ

ブ
つ
く
り
を
す
る
た
め
、
東
京
に

松
之
山
町
職
員
皿
名
を
派
遣
し
て

事
務
所
を
開
設
す
る
事
に
な
り
、

そ
の
松
之
山
東
京
事
務
所
の
聞
所

式
が
五
月
十
一
日
、
事
務
所
と
な

る
㈱
吉
池
の
食
堂
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
開
所
式
に
は
、

県
東
京
事
務
所
所
長
を
は
じ
め
．

上
野
駅
観
光
案
内
所
長
、
葛
飾
区

長
室
長
、
事
務
所
と
宿
泊
所
で
お

世
話
に
な
っ
た
㈱
土
ロ
池
の
常
務
さ

ん
、
松
高
関
東
同
窓
会
の
会
長
さ

ん
な
ど
多
数
の
方
が
出
席
さ
れ
た

は
か
、
地
兀
よ
り
町
長
は
か
六
名

が
か
け
つ
け
、
開
所
を
祝
い
ま
し

た
。　
こ
の
事
務
所
に
は
役
場
よ
り
高

橋
明
夫
さ
ん
（
総
務
課
）
が
出
向

し
て
、
廓
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
。　
事
務
所
の
住
所
及
び
電
話
番
号

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
東
京
へ
出
掛
け
ら
れ
た
と

き
や
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用

い
た
だ
く
と
と
も
に
．
励
ま
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〒
　
　
「
O
　
東
京
都
台
東
区
上
野

　
三
ー
二
七
ー
㎜
二
㈱
吉
池
内

　
松
2
山
東
京
事
務
所

　
電
話
O
　
㎜
1
五
占
パ
八
八
ー
ユ
　
「

三
』噺←＋

凝－、一　・纒難灘灘騰・
　東京事務所勤務となっ

た高橋明夫さん

　　　　（役場総務課）

難
議
講
聴
議
講
講
黒
用
さ
れ
る

響
継
擁
難
懇
齢
灘
灘
羅
照
蕪
難
蕪
講
慧
欝
灘
灘
灘
饗

　
肛
年
開
所
し
た
“
啓
倫
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
”
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
東
京
の
学
生
が
次
々
と
訪
れ
、

苗
日
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
◎
。

　
学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

た
旧
三
省
小
学
校
が
、
東
京
立
川

市
で
専
門
学
校
を
経
蛍
す
る
田
中

啓
介
氏
に
よ
っ
て
セ
ミ
ソ
ー
ハ
ウ

ス
と
し
て
よ
み
が
え
り
、
町
や
地

元
は
大
変
喜
ん
だ
訳
で
す
が
、
眸

葺
は
あ
ま
り
利
用
が
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
．
一
互
目
と
な

っ
た
ム
フ
年
は
、
四
目
よ
り
学
生
た

ち
の
利
用
が
始
ま
り
、
四
泊
五
日

．
《
b
い
の
サ
イ
ク
ル
で
次
々
と
こ

こ
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
田
中
学
園
に
は
ヒ
ジ
ネ
ス
∴
調

理
師
・
製
巣
・
喫
茶
の
四
つ
の
魯

門
学
校
が
あ
り
、
全
生
徒
数
は
約

．
O
O
O
入
い
．
0
と
い
う
申
で
、

こ
れ
ら
の
生
征
（
一
毎
甘
中
心
）

が
松
之
由
に
や
っ
て
来
て
い
ま
◎
。

　
都
会
の
に
ぎ
や
か
な
所
か
ら
側

も
な
い
松
2
由
に
義
い
た
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
最
初
は
淋
し
く
て
帰

り
た
が
る
そ
う
で
す
が
、
共
同
生

沽
を
す
る
中
で
友
達
が
出
来
た
り
、

静
か
な
環
境
に
馴
れ
て
来
る
と
逆

に
帰
り
た
が
ら
な
い
子
も
出
て
来

る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
こ
こ
を

沽
用
し
て
は
し
い
も
の
で
す
。
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。

鮨
駄

さわやかな陽差しを浴ぴながら新緑

の山々を写生する学生たち
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ここに着いたばかりのときは、あま

りの淋しさに東京に帰りたがるそう

ですが、2～3日すると逆に帰りた

くないという生徒もいるそうです。
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今
年
は
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
鳴
き
声
も
聞
け
た
よ
！
野
鳥
集
会
・
探
鳥
会

　
今
年
で
三
十
四
回
目
と
な
る
松

之
山
町
探
鳥
会
が
五
月
二
十
七
日

早
朝
、
松
口
美
人
林
周
辺
コ
ー
ス

で
実
施
さ
れ
、
町
内
外
の
愛
鳥
家

九
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
日
の
夜
に
は
湯
本
福

佳
館
を
会
場
に
し
て
野
鳥
集
会
が

開
か
れ
、
こ
こ
に
も
六
十
名
も
の

多
く
の
万
が
参
加
し
ま
し
た
。
野

鳥
集
会
で
は
，
地
元
の
野
鳥
愛
護

会
の
皆
さ
ん
が
写
し
た
鳥
た
ち
を
、

ス
ラ
イ
ド
や
ビ
テ
オ
で
紹
介
し
た

り
、
鳴
き
声
の
特
徴
や
生
態
を
み

ん
な
で
勉
強
し
ま
し
た
。

　
二
十
七
日
（
巳
）
は
、
朝
四
瞳

十
分
に
松
口
神
社
に
集
合
し
、
コ

ー
ス
の
説
明
や
班
編
成
を
し
た
あ

と
．
そ
れ
ぞ
れ
探
鳥
に
入
り
ま
し

た
。
　
こ
の
日
の
探
鳥
会
に
は
浦
田
に

来
て
い
る
山
村
留
学
の
子
供
た
ち

や
、
松
代
の
莇
平
小
学
校
の
児
童

と
先
生
万
が
参
加
し
て
く
れ
た
り
．

町
外
か
ら
も
大
勢
の
万
が
参
加
さ

れ
て
、
大
変
盛
く
云
で
し
た
。

　
今
回
の
探
鳥
会
で
は
、
ア
カ
シ

ヨ
ウ
ビ
ン
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
・

オ
ズ
ル
リ
な
ど
、
四
十
二
種
類
の

鳥
た
ち
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
し
、

オ
シ
ド
リ
の
つ
が
い
が
仲
良
く
飛

ん
で
い
る
姿
が
見
れ
る
な
ど
、
早

起
き
を
し
た
か
い
が
あ
っ
た
探
鳥

会
で
し
た
。
ノ
ジ
⊃
・
ホ
ロ
ジ
ロ

も
沢
山
見
ら
れ
ま
し
た
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
勧
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、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
媚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

穫

穣

「あっ、見えた、あれは何という鳥かな？」
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5月H日東京吉池デパートで行われた事務所開設式

都
市
の
情
報
を
素
早
く
キ
ャ
ツ
チ
松
之
山
東
京
事
務
所
開
設

騨
京拠霧

　
現
為
、
地
万
と
都
市
と
の
つ
な

が
り
は
年
々
深
ま
り
を
み
せ
て
お

り
、
各
万
面
で
交
流
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
「
極
集
中
化
し
て
い
る

現
状
で
は
、
首
都
東
京
で
の
情
報

が
大
変
重
要
な
意
味
を
侍
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
で
も
数
年
前
か
ら
東
京

葛
飾
と
の
交
流
を
実
施
し
た
り
、

人
材
育
成
を
目
的
に
若
手
職
員
を

研
修
の
た
め
東
京
に
派
遣
し
た
り

し
て
、
行
政
及
び
観
光
の
両
面
か

ら
つ
な
が
り
を
持
と
う
と
し
て
い

ま
弓
、

　
こ
の
程
、
東
京
と
の
太
い
バ
イ

ブ
つ
く
り
を
す
る
た
め
、
東
京
に

松
之
山
町
職
員
皿
名
を
派
遣
し
て

事
務
所
を
開
設
す
る
事
に
な
り
、

そ
の
松
之
山
東
京
事
務
所
の
聞
所

式
が
五
月
十
一
日
、
事
務
所
と
な

る
㈱
吉
池
の
食
堂
で
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
開
所
式
に
は
、

県
東
京
事
務
所
所
長
を
は
じ
め
．

上
野
駅
観
光
案
内
所
長
、
葛
飾
区

長
室
長
、
事
務
所
と
宿
泊
所
で
お

世
話
に
な
っ
た
㈱
土
ロ
池
の
常
務
さ

ん
、
松
高
関
東
同
窓
会
の
会
長
さ

ん
な
ど
多
数
の
方
が
出
席
さ
れ
た

は
か
、
地
兀
よ
り
町
長
は
か
六
名

が
か
け
つ
け
、
開
所
を
祝
い
ま
し

た
。　
こ
の
事
務
所
に
は
役
場
よ
り
高

橋
明
夫
さ
ん
（
総
務
課
）
が
出
向

し
て
、
廓
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
。　
事
務
所
の
住
所
及
び
電
話
番
号

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
東
京
へ
出
掛
け
ら
れ
た
と

き
や
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用

い
た
だ
く
と
と
も
に
．
励
ま
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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七
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㈱
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内

　
松
2
山
東
京
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務
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話
O
　
㎜
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五
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ー
ユ
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座
禅
で
精
神
修
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は

　〃

ノ＼

i
L
「

〔心
〕〃

が
大
切

「物の豊さから心の

豊さへと移り変わる

時代」と村山町長

　
松
之
山
町
成
人
式
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
五
月
三
H
に
、

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
対
象
者
は
、
男
女

合
わ
せ
て
κ
十
六
名
お
り
、
今
回

そ
の
内
の
四
十
六
名
の
方
が
出
席

し
て
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。
町
勾

に
残
っ
て
い
る
方
も
三
名
い
る
そ

う
で
す
。

　
午
前
九
時
、
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
た
成
人
者
た
ち
は
、
ま
ず
体
育

館
で
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ

れ
か
ら
セ
ン
タ
ー
二
階
の
式
典
会

場
に
向
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
挨
拶
に
た
っ
た
村
山
町

長
は
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
物
の

曲
豆
か
さ
か
ら
精
神
、
い
わ
ゆ
る
心

の
豊
か
さ
が
大
切
に
な
っ
て
来
る

と
思
わ
れ
る
。
成
人
に
な
ら
れ
た

若
い
皆
さ
ん
方
も
、
こ
れ
か
ら
自

分
白
身
を
よ
く
み
つ
め
、
磨
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
四
と
、
成
人
者
に

悟
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
成

人
者
を
代
表
し
、
竹
内
佐
千
枝
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て

白
分
に
責
任
が
持
て
る
よ
う
、
ま

た
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
闘
と
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
凶
と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
人
厳
寺
か
ら
雪
を
運
ん
だ
り
、

名
老
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
た

り
と
、
毎
回
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で

成
人
式
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
町
長
の
発
案
で
、
心
の
修
養

を
H
的
と
し
た
座
禅
を
皆
さ
ん
か

　、錫
」鵡

ら
や
っ
て
も
ら
う
事
に
し
、

■
終
了
後
、
観
音
寺
本
堂
に
移
動
し

　
　
　
　
　
　
　
　
い
と

て
初
め
て
の
座
禅
に
挑
み
ま
し
た
。

女
性
は
足
を
組
み
や
す
い
よ
う
に
、

ス
カ
ー
ト
を
ズ
ボ
ン
に
は
き
替
え

て
も
ら
っ
て
の
挑
戦
で
す
。

　
大
野
文
峰
住
職
よ
り
足
の
組
み

方
及
び
手
の
位
置
、
姿
勢
な
ど
の

指
導
を
受
け
た
後
、
お
互
い
が
気

の
散
ら
な
い
よ
う
背
中
を
向
け
あ

う
形
で
座
禅
に
入
り
ま
し
た
。
冷

や
り
す
る
本
堂
に
静
寂
が
訪
れ
、

K　成人の誓いを述べる竹内佐千枝さん
式　　　　　　　　　　　　（役場勤務）
典

46名が出席した成人式、、すっかり大人の雰囲気が漂

っていました。

、
“
織
、
…「久しぶり～」この笑顔がサイコー

ですね。

メー・．、　』一、、、、、饗矯

「何を書こうかなあ～」寄せ書きを前に悩むみんな

　　　　　　　　　　　　　灘轟罐鰯

　　　　　　　蝶鞭、、～、、　　／臨

生まれて初めての座禅に挑戦。「40分は長かった」と

しびれた足で話してくれました。

観音寺の住職　大野文峰さんの厳し
い目がひかる、，

でも肩をたたかれた人は一人もいま

せんでした。

時
折
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が

聞
え
る
ば
か
り
で
す
。
途
中
よ
り

大
野
住
職
が
座
禅
の
由
来
、
禅
の

心
を
静
か
に
説
教
し
て
く
れ
ま
し

た
。
最
初
、
半
信
半
疑
で
座
禅
を

し
て
い
た
成
人
者
の
皆
さ
ん
も
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
神
妙
に
な
り
、

足
の
痛
さ
も
忘
れ
て
”
無
”
の
境

地
に
浸
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

約
四
〇
分
の
座
禅
で
し
た
が
、
あ

る
成
人
者
は
「
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
が
持
て
た
」
「
二
〇

年
を
振
り
返
っ
て
み
れ
て
良
か
っ

た
」
な
ど
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
ま
ず

ま
ず
の
評
価
が
得
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
　
座
禅
終
了
後
は
再
び
セ
ン
タ
ー

に
戻
っ
て
祝
宴
に
臨
み
、
一
時
問

　
　
　
　
　
　
ひ
と
と
き

半
ほ
ど
楽
し
い
一
時
を
過
し
ま
し

た
。
　
高
校
を
卒
業
し
て
一
年
ち
ょ
っ

と
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

久
し
振
り
に
再
会
す
る
人
も
沢
山

い
る
ら
し
く
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち

で
友
達
の
輪
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　
成
人
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑰

、
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姥
ぞ

座
禅
で
精
神
修
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は

　〃

ノ＼

i
L
「

〔心
〕〃

が
大
切

「物の豊さから心の

豊さへと移り変わる

時代」と村山町長

　
松
之
山
町
成
人
式
が
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
五
月
三
H
に
、

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
対
象
者
は
、
男
女

合
わ
せ
て
κ
十
六
名
お
り
、
今
回

そ
の
内
の
四
十
六
名
の
方
が
出
席

し
て
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。
町
勾

に
残
っ
て
い
る
方
も
三
名
い
る
そ

う
で
す
。

　
午
前
九
時
、
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

っ
た
成
人
者
た
ち
は
、
ま
ず
体
育

館
で
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ

れ
か
ら
セ
ン
タ
ー
二
階
の
式
典
会

場
に
向
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
挨
拶
に
た
っ
た
村
山
町

長
は
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こ
れ
か
ら
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時
代
は
物
の

曲
豆
か
さ
か
ら
精
神
、
い
わ
ゆ
る
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豊
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っ
て
来
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わ
れ
る
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た

若
い
皆
さ
ん
方
も
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つ
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い
て
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人
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悟
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。
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人
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を
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、
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千
枝
さ
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人
と
し
て
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分
に
責
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持
て
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よ
う
、
ま

た
社
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貢
献
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き
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人
闘
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な
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よ
う
努
力
し
ま
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凶
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答
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を

述
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ま
し
た
。
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、
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た
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H
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と
し
た
座
禅
を
皆
さ
ん
か

　、錫
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き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

◎
早
朝
体
操
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
＋
六
日
↑
）
は
、
総
合

　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
　
　
　
検
診
曝
備
の
た
め
使
用
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

　
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
が
κ
月
．
一

＋
七
H
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
・
　
　
◎
早
朝
野
球

　
日
曜
の
朝
、
ち
ょ
っ
と
早
起
き
　
　
　
κ
月
卜
八
H
、
卜
ニ
チ
ー
ム
が

し
て
ラ
ジ
オ
体
操
。
快
適
な
一
H
　
　
対
戦
す
る
早
朝
野
球
が
始
ま
り
ま

の
始
ま
り
に
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
参
　
　
し
た
。

加
し
ま
し
よ
う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
新
装
な
っ
た
町
民
グ
ラ
ン
ド
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
十
ニ
チ
ー

◎
体
育
施
設
の
　
　
　
　
　
　
ム
が
総
当
り
．
熱
き
戦
い
が
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
一
般
開
放
　
　
　
　
　
成
績
は
松
之
山
農
協
本
所
の
脇

　
六
月
か
ら
ト
月
末
ま
で
、
毎
週
　
　
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

土
曜
日
（
夜
八
時
～
卜
時
）
町
民
　
　
覧
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
、
ご
声

体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
一
般
　
　
援
く
だ
さ
い
。

開
放
致
し
ま
す
・
　
　
　
　
　
購

　
週
末
の
夜
、
み
ん
な
で
い
い
汗
　
　
　
　
　
　
ご
，
－

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
お
願
い

○
小
・
中
学
生
の
利
用
は
、
父
兄

　
同
伴
で
願
い
ま
す
。

量
等
．
準
備
で
一
般
開
放
で
　
》
鍼

公
民
館

，鳩備ゼ庵

　　　　　　　　　　　　鋤』』』＿、」幽幽幽幽働幽幽幽幽齢㎝

し尿処理場を覗き込む婦人会役員の皆さん、，

「大変な仕事だと改めて思いましたq　、

津
南
地
域
衛
生
施
設
を
見
学

　
町
婦
人
会
で
津
南
地
域
衛
生
施
　
　
が
わ
か
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

設
組
合
（
ご
み
処
理
場
）
を
視
察
　
　
し
た
。

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
燃
物
（
燃
え
な
い
ご
み
）
は

　
町
住
民
課
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
　
　
　
埋
め
た
て
ら
れ
、
、
円
燃
ご
み
は
焼

い
た
だ
き
、
四
月
二
卜
五
日
役
員
　
　
却
灰
に
し
て
大
地
還
．
兀
さ
れ
て
い

二
十
四
名
が
映
．
7
加
し
ま
し
た
。
施
　
ま
す
。
焼
却
場
で
は
ス
ゾ
レ
ー
缶

設
で
は
係
員
の
く
わ
し
い
説
明
を
　
　
の
爆
発
が
絶
え
ず
つ
づ
き
、
危
険

受
け
な
が
ら
回
り
、
私
達
の
生
活
　
　
で
し
た
。

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
事

やったね？高校生
昨年の高校文化祭に「松之山町の文化財」と題し

た写真集がまとめられ、展示されましたが、先頃こ

の写真集が町公民館に寄贈されました。

　これは、昨年の1年生28名（代表高橋均君）が、

夏休み期間を使って庚申塚・道祖神等はじめ、町内

の45ケ所を写したものです。

　まだまだ町内全部という訳にはいきませんが、と

かくにぎやかなことばかりに目を向けがちな年代で

すが、町の文化財に興味をもって部落の人達に聞き

ながら、自分たちの足でまとめたことに心から賛辞

を送りたいと思います。

　この写真集は公民館のロビーに展示してあります

ので、ご覧ください。

0

厨
　
‘璽

豊田のお国八十八番

．プが一卿
〃

“ラージボール卓球“

普通の球より少し大きくて軽いので、スマ

ッシュしてもあまりスピードがなく、ラリー

が長く続きます。

いつでも誰でも手軽にできるスポーツです。

スポーツフェスティバルという上越・県大

会もあり、昨年は松之山から4種目に出場し

ました。

ラージボール卓球のほかにもう3種目ほど

ありますが、その紹介は次号でします。これ

らの用具は町民体育館に揃えてあ，りますので、

ご利用ください。　（用具は管理人さんに申し

出て借りてください）

00
》

　
注
意
点
と
し
て
は

一
、
ご
み
の
水
切
り
が
悪
く
燃
料

　
費
が
多
く
か
か
る
こ
と
。

二
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

　
み
の
区
分
が
徹
底
さ
れ
ず
、
危

　
険
が
伴
う
こ
と
。

三
、
し
尿
処
理
場
で
は
、
家
庭
か

　
ら
運
ん
だ
中
に
下
着
、
ビ
ニ
；

　
ル
、
そ
の
他
の
も
の
が
混
人
し

　
て
い
て
、
機
器
の
故
障
を
起
こ

　
し
て
い
る
こ
と
。

四
、
七
月
か
ら
指
定
袋
に
氏
名
記

　
人
制
を
実
施
。
　
　
　
以
ヒ

　
今
の
ま
ま
で
す
と
焼
却
施
設
が

損
傷
し
た
り
、
作
業
員
の
事
故
に

つ
な
が
り
、
町
・
住
民
の
負
担
が

増
え
る
ば
か
り
で
す
。

　
た
か
が
ゴ
ミ
、
さ
れ
ど
ゴ
ミ
で

す
の
で
、
一
人
一
人
が
決
ま
り
を

守
っ
て
減
口
、
壁
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

停電のお知らせ

＞6月27日㈱

午後1時より4時まで
〉新山の一部及び小谷の一部

以上の所が停電しますので

注意願います。

’犠褒
禰（，

ごみの区別はしっかり

しましょう！

　
町
婦
人
会
で
は
資
源
を
大
切
に

し
て
、
ご
み
を
少
な
く
す
る
運
動

を
始
め
ま
し
た
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
捨
て
な
い
で
〃

洗
っ
て
開
い
て
と
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※
回
収
方
法
に
つ
い
て

　
　
六
月
か
ら
各
部
落
婦
人
会
長

　
を
通
じ
て
月
一
回
（
二
卜
五
日
）

　
集
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
集
め

　
た
も
の
は
、
次
の
集
荷
場
所
に

　
置
い
て
も
ら
い
、
月
一
回
事
務

　
局
が
回
収
し
て
廻
り
ま
す
。
婦

　
人
会
の
な
い
部
落
で
は
、
つ
い

鵬
〆
　
　
隻

匿
（

工
家
庭
（

お
願
い

源
を
大
切
に

小
く
す
る
運
動

牛
乳
パ
ッ

時
内
舎

の
回
収
に

の
ご
協
力
を

》
し
ま
す

　
　
　
で
の
と
き
に
公
民
館
に
届
け
て

　
　
　
も
ら
う
か
、
ま
た
は
婦
人
会
事

　
　
　
務
局
（
六
ー
ゴ
ニ
六
五
）
に
ご

　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
一
ト
ン
？
を
大
目
標
に
頑
張

　
　
　
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
▼
地
区
集
荷
場
所

　
　
　
松
之
山
公
会
堂
・
松
口
集
会
所
・

　
　
　
上
川
手
集
会
所
・
湯
山
集
会
所
・

　
　
　
三
省
公
民
館
・
旧
黒
倉
分
校
・

　
　
　
天
水
越
集
会
所
・
天
水
島
集
会

　
　
　
所
・
農
協
布
川
支
所
・
坪
野
集

　
　
　
会
所
・
五
十
子
平
集
会
所
・
農

　
　
　
協
浦
田
支
所

I
o
o
蕊
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六
月
＋
六
日
↑
）
は
、
総
合

　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
　
　
　
検
診
曝
備
の
た
め
使
用
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

　
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
が
κ
月
．
一

＋
七
H
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
・
　
　
◎
早
朝
野
球

　
日
曜
の
朝
、
ち
ょ
っ
と
早
起
き
　
　
　
κ
月
卜
八
H
、
卜
ニ
チ
ー
ム
が

し
て
ラ
ジ
オ
体
操
。
快
適
な
一
H
　
　
対
戦
す
る
早
朝
野
球
が
始
ま
り
ま

の
始
ま
り
に
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
参
　
　
し
た
。

加
し
ま
し
よ
う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
新
装
な
っ
た
町
民
グ
ラ
ン
ド
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
十
ニ
チ
ー

◎
体
育
施
設
の
　
　
　
　
　
　
ム
が
総
当
り
．
熱
き
戦
い
が
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
一
般
開
放
　
　
　
　
　
成
績
は
松
之
山
農
協
本
所
の
脇

　
六
月
か
ら
ト
月
末
ま
で
、
毎
週
　
　
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

土
曜
日
（
夜
八
時
～
卜
時
）
町
民
　
　
覧
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
、
ご
声

体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
一
般
　
　
援
く
だ
さ
い
。

開
放
致
し
ま
す
・
　
　
　
　
　
購

　
週
末
の
夜
、
み
ん
な
で
い
い
汗
　
　
　
　
　
　
ご
，
－

か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
お
願
い

○
小
・
中
学
生
の
利
用
は
、
父
兄

　
同
伴
で
願
い
ま
す
。

量
等
．
準
備
で
一
般
開
放
で
　
》
鍼

公
民
館

，鳩備ゼ庵

　　　　　　　　　　　　鋤』』』＿、」幽幽幽幽働幽幽幽幽齢㎝

し尿処理場を覗き込む婦人会役員の皆さん、，

「大変な仕事だと改めて思いましたq　、

津
南
地
域
衛
生
施
設
を
見
学

　
町
婦
人
会
で
津
南
地
域
衛
生
施
　
　
が
わ
か
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

設
組
合
（
ご
み
処
理
場
）
を
視
察
　
　
し
た
。

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
燃
物
（
燃
え
な
い
ご
み
）
は

　
町
住
民
課
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
　
　
　
埋
め
た
て
ら
れ
、
、
円
燃
ご
み
は
焼

い
た
だ
き
、
四
月
二
卜
五
日
役
員
　
　
却
灰
に
し
て
大
地
還
．
兀
さ
れ
て
い

二
十
四
名
が
映
．
7
加
し
ま
し
た
。
施
　
ま
す
。
焼
却
場
で
は
ス
ゾ
レ
ー
缶

設
で
は
係
員
の
く
わ
し
い
説
明
を
　
　
の
爆
発
が
絶
え
ず
つ
づ
き
、
危
険

受
け
な
が
ら
回
り
、
私
達
の
生
活
　
　
で
し
た
。

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
事

やったね？高校生
昨年の高校文化祭に「松之山町の文化財」と題し

た写真集がまとめられ、展示されましたが、先頃こ

の写真集が町公民館に寄贈されました。

　これは、昨年の1年生28名（代表高橋均君）が、

夏休み期間を使って庚申塚・道祖神等はじめ、町内

の45ケ所を写したものです。

　まだまだ町内全部という訳にはいきませんが、と

かくにぎやかなことばかりに目を向けがちな年代で

すが、町の文化財に興味をもって部落の人達に聞き

ながら、自分たちの足でまとめたことに心から賛辞

を送りたいと思います。

　この写真集は公民館のロビーに展示してあります

ので、ご覧ください。

0

厨
　
‘璽

豊田のお国八十八番

．プが一卿
〃

“ラージボール卓球“

普通の球より少し大きくて軽いので、スマ

ッシュしてもあまりスピードがなく、ラリー

が長く続きます。

いつでも誰でも手軽にできるスポーツです。

スポーツフェスティバルという上越・県大

会もあり、昨年は松之山から4種目に出場し

ました。

ラージボール卓球のほかにもう3種目ほど

ありますが、その紹介は次号でします。これ

らの用具は町民体育館に揃えてあ，りますので、

ご利用ください。　（用具は管理人さんに申し

出て借りてください）

00
》

　
注
意
点
と
し
て
は

一
、
ご
み
の
水
切
り
が
悪
く
燃
料

　
費
が
多
く
か
か
る
こ
と
。

二
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご

　
み
の
区
分
が
徹
底
さ
れ
ず
、
危

　
険
が
伴
う
こ
と
。

三
、
し
尿
処
理
場
で
は
、
家
庭
か

　
ら
運
ん
だ
中
に
下
着
、
ビ
ニ
；

　
ル
、
そ
の
他
の
も
の
が
混
人
し

　
て
い
て
、
機
器
の
故
障
を
起
こ

　
し
て
い
る
こ
と
。

四
、
七
月
か
ら
指
定
袋
に
氏
名
記

　
人
制
を
実
施
。
　
　
　
以
ヒ

　
今
の
ま
ま
で
す
と
焼
却
施
設
が

損
傷
し
た
り
、
作
業
員
の
事
故
に

つ
な
が
り
、
町
・
住
民
の
負
担
が

増
え
る
ば
か
り
で
す
。

　
た
か
が
ゴ
ミ
、
さ
れ
ど
ゴ
ミ
で

す
の
で
、
一
人
一
人
が
決
ま
り
を

守
っ
て
減
口
、
壁
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

停電のお知らせ

＞6月27日㈱

午後1時より4時まで
〉新山の一部及び小谷の一部

以上の所が停電しますので

注意願います。

’犠褒
禰（，

ごみの区別はしっかり

しましょう！

　
町
婦
人
会
で
は
資
源
を
大
切
に

し
て
、
ご
み
を
少
な
く
す
る
運
動

を
始
め
ま
し
た
。

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
捨
て
な
い
で
〃

洗
っ
て
開
い
て
と
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※
回
収
方
法
に
つ
い
て

　
　
六
月
か
ら
各
部
落
婦
人
会
長

　
を
通
じ
て
月
一
回
（
二
卜
五
日
）

　
集
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
集
め

　
た
も
の
は
、
次
の
集
荷
場
所
に

　
置
い
て
も
ら
い
、
月
一
回
事
務

　
局
が
回
収
し
て
廻
り
ま
す
。
婦

　
人
会
の
な
い
部
落
で
は
、
つ
い

鵬
〆
　
　
隻

匿
（

工
家
庭
（

お
願
い

源
を
大
切
に

小
く
す
る
運
動

牛
乳
パ
ッ

時
内
舎

の
回
収
に

の
ご
協
力
を

》
し
ま
す

　
　
　
で
の
と
き
に
公
民
館
に
届
け
て

　
　
　
も
ら
う
か
、
ま
た
は
婦
人
会
事

　
　
　
務
局
（
六
ー
ゴ
ニ
六
五
）
に
ご

　
　
　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
一
ト
ン
？
を
大
目
標
に
頑
張

　
　
　
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
▼
地
区
集
荷
場
所

　
　
　
松
之
山
公
会
堂
・
松
口
集
会
所
・

　
　
　
上
川
手
集
会
所
・
湯
山
集
会
所
・

　
　
　
三
省
公
民
館
・
旧
黒
倉
分
校
・

　
　
　
天
水
越
集
会
所
・
天
水
島
集
会

　
　
　
所
・
農
協
布
川
支
所
・
坪
野
集

　
　
　
会
所
・
五
十
子
平
集
会
所
・
農

　
　
　
協
浦
田
支
所
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三
つ
の
幕
府
と

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

No．36

　
日
本
に
は
幕
府
が
三
つ
あ
っ
た
。

　
源
頼
朝
の
鎌
倉
幕
府
、
足
利
尊

氏
の
室
町
幕
府
、
徳
川
家
康
の
江

戸
幕
府
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
東
国

武
士
団
の
統
領
が
開
い
た
も
の
で
、

今
か
ら
約
八
百
年
前
か
ら
約
百
年

前
ま
で
の
、
お
よ
そ
七
百
年
近
い

年
月
を
建
武
の
争
乱
、
戦
国
の
動

乱
を
は
さ
ん
で
武
家
政
治
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
お
も
し
ろ
い
こ
と

に
、
三
つ
の
幕
府
と
も
こ
の
山
深

い
松
之
山
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
あ

っ
た
。

　
こ
の
場
合
の
松
之
山
と
は
、
松

之
山
郷
”
即
ち
現
在
の
松
之
山
町
、

松
代
町
の
行
政
区
域
内
の
こ
と
で

あ
る
。
室
町
幕
府
と

　
　
　
　
松
之
山

　
足
利
尊
氏
は
建
武
動
乱
の
最
中
、

建
部
四
年
（
一
三
三
七
）
に
松
川

保
の
地
頭
職
に
、
親
族
の
重
臣
仁

木
義
有
を
任
じ
て
い
る
。
安
塚
・

女性は社会を変える
　　　　ひと
松之山の女

「いきいき会」

小
国
・
妻
有
に
ゅ
南
朝
方
の
武
将

達
が
そ
れ
ぞ
れ
城
を
築
い
て
武
威

を
振
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

　
松
山
保
の
地
頭
は
、
そ
の
後
伊

勢
氏
に
代
わ
っ
た
が
、
仁
木
氏
以

降
百
七
十
余
年
に
わ
た
っ
て
室
町

幕
府
の
重
臣
に
依
り
て
、
松
之
山

は
領
有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
正

四
年
頃
（
一
四
六
三
）
松
山
保
の

役
所
は
現
在
の
松
之
山
か
新
山
附

近
に
あ
っ
た
。
ー
村
山
家
古
絵
図

鎌
倉
幕
府
と

　
　
　
　
　
松
之
山

　
仁
木
氏
以
前
の
鎌
倉
時
代
の
松

山
保
は
、
北
条
義
時
の
遺
領
で
あ

っ
た
。
義
時
と
は
頼
朝
の
妻
、
政

子
の
弟
で
、
源
氏
と
将
軍
三
代
が

自
滅
し
た
後
、
競
争
相
手
を
次
々

と
攻
略
し
て
、
順
徳
上
皇
等
も
島

流
し
に
し
て
、
初
代
執
権
と
な
っ

た
鎌
倉
幕
府
最
強
の
権
力
者
で
あ

っ
た
。
な
お
、
姉
政
子
か
ら
の
書

簡
が
、
松
口
の
旧
家
に
あ
っ
た
と

伝
え
・
り
れ
る
が
離
村
の
際
に
無
く

し
た
と
い
う
。

　
義
時
以
前
の
松
山
保
に
つ
い
て

は
、
他
の
資
料
か
ら
推
測
し
て
頼

　自分たちをとりまく環境がめざましく変化

している今。まず足元からもう」度見つめな

おし、・自分たちがこれからこの町で生きて行

くために何をしたらいいのか。後輩たちのた

めに何をしておかなくてはならないのか。

　そんなことを女性の目から見て考えたいと

思います。

　気軽に参加していただき、気軽に話し合え

る会にしたいと思います。どうぞ、地域や町

に関心のある方、お集まりください。

撫　　　’ビ　　！酔導

伊勢氏の居城、高館城

1、日　時
　　6月26日（火）

　夜8時より

1、会　場

　自然休養村管理センター2階

　（担当　松之山町公民館　田辺久子）

新潟県警察官募集

「大学卒業者」

　郷土の治安を守り活躍する警察官。

　県では今年も意欲ある若者を募集しています。

　受験資格は、昭和38年4月2日から昭和44年4

月1日までに生まれた男子で、大学卒業者（卒業

見込み者を含む）となっています。

　受付期間は、7月16日まで、試験は、7月29日

新潟市で行われます。

　くわしい事は県内各警察署、派出所、駐在所に

お聞きください。

偽

押一
，

　
．
ム

．
．
導
　
6

「

’
（
．

闘

o

朝
が
弟
、
義
経
追
捕
を
名
目
と
し

て
、
諸
国
に
守
護
地
頭
を
置
い
た

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
当
時
か

ら
置
か
れ
た
公
算
が
強
く
、
地
勢

や
出
土
品
か
ら
浦
田
の
西
之
前
が

第
一
候
補
地
と
な
ろ
う
。

　
江
戸
幕
府
と

　
　
　
　
　
松
之
山

　
時
代
が
下
っ
て
江
戸
幕
府
で
は
、

初
め
は
高
田
藩
の
徳
川
諸
代
大
名

の
領
地
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
徳

川
家
直
轄
の
天
領
と
し
て
明
治
維

新
ま
で
続
い
た
。
徳
川
幕
府
の
天

領
は
東
海
関
東
以
外
で
は
佐
渡
の

金
山
、
志
久
見
郷
（
長
野
県
栄
村
）

の
御
巣
鷹
山
（
鷹
狩
り
）
と
か
、

特
産
地
が
多
か
っ
た
。

　
で
は
何
故
、
歴
代
幕
府
が
揃
っ

て
松
之
山
を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
？

　
ま
ず
、
古
来
重
要
な
街
道
「
松

之
山
街
道
（
豊
原
・
雁
ケ
峯
越
る
）

善
光
寺
街
道
（
深
坂
越
る
）
」
等

が
交
差
し
て
交
通
の
要
地
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
街
道
は
現
在
で
は

思
い
も
及
ば
ぬ
程
の
重
み
を
持
っ

て
い
た
。

　
次
に
縮
布
の
特
産
地
で
あ
っ
た

こ
と
で
、
源
頼
朝
も
上
杉
謙
信
も
、

上
京
の
節
は
大
量
の
白
布
を
時
の

朝
延
に
献
上
し
て
い
る
。
縮
布
は

松
之
山
郷
や
、
魚
沼
地
方
特
産
の

青
苧
の
織
物
で
、
雪
深
い
山
村
の

女
の
人
の
忍
耐
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　
第
三
の
理
由
は
、
砂
鉄
か
ら
の

製
鉄
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
？

　
鉄
鉱
石
か
ら
の
近
代
製
鉄
が
事

業
化
さ
れ
る
ま
で
、
砂
鉄
か
ら
の

鋳
鉄
は
大
切
な
仕
事
で
あ
り
、
松

之
山
に
は
砂
鉄
、
河
川
、
木
炭
資

源
等
条
件
は
す
べ
て
揃
っ
て
お
り
、

製
鉄
に
関
係
あ
る
古
地
名
も
、
伝

承
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
砂
鉄
鋳

鉄
の
研
究
は
全
国
的
に
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
松
之
山
も
そ
の
一

端
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
文
責
　
小
野
塚
正
（
藤
倉
）

圃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
短
歌
．
俳
句
ば
か
り
で
な
く
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
俳
句
　
舗
敷
編
ド
移
錨
納
ご
㎜

　
校
庭
の
ボ
ー
ル
飛
び
込
む
花
う
つ
ぎ

　
　
　
ふ
じ
つ
る

　
筍
の
藤
蔓
束
ね
無
人
市

　
こ
ろ
し
か
え

　
更
衣
す
る
気
に
な
れ
ず
お
り
し
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
村
山
　
三
二
（
金
田
屋
）

　
卯
の
花
の
下
に
無
人
の
駅
が
あ
り

　
卯
の
花
の
盛
り
の
こ
ろ
に
タ
ラ
ス
会

　
卯
の
花
の
香
る
山
場
の
宿
に
居
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下
　
福
原
芒
雲
（
隠
居
）

　
部
落
ご
と
立
札
建
て
し
春
の
山

　
見
え
ぬ
花
車
中
に
香
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て
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光
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三
つ
の
幕
府
と

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

No．36

　
日
本
に
は
幕
府
が
三
つ
あ
っ
た
。

　
源
頼
朝
の
鎌
倉
幕
府
、
足
利
尊

氏
の
室
町
幕
府
、
徳
川
家
康
の
江

戸
幕
府
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
東
国

武
士
団
の
統
領
が
開
い
た
も
の
で
、

今
か
ら
約
八
百
年
前
か
ら
約
百
年

前
ま
で
の
、
お
よ
そ
七
百
年
近
い

年
月
を
建
武
の
争
乱
、
戦
国
の
動

乱
を
は
さ
ん
で
武
家
政
治
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
お
も
し
ろ
い
こ
と

に
、
三
つ
の
幕
府
と
も
こ
の
山
深

い
松
之
山
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
あ

っ
た
。

　
こ
の
場
合
の
松
之
山
と
は
、
松

之
山
郷
”
即
ち
現
在
の
松
之
山
町
、

松
代
町
の
行
政
区
域
内
の
こ
と
で

あ
る
。
室
町
幕
府
と

　
　
　
　
松
之
山

　
足
利
尊
氏
は
建
武
動
乱
の
最
中
、

建
部
四
年
（
一
三
三
七
）
に
松
川

保
の
地
頭
職
に
、
親
族
の
重
臣
仁

木
義
有
を
任
じ
て
い
る
。
安
塚
・

女性は社会を変える
　　　　ひと
松之山の女

「いきいき会」

小
国
・
妻
有
に
ゅ
南
朝
方
の
武
将

達
が
そ
れ
ぞ
れ
城
を
築
い
て
武
威

を
振
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

　
松
山
保
の
地
頭
は
、
そ
の
後
伊

勢
氏
に
代
わ
っ
た
が
、
仁
木
氏
以

降
百
七
十
余
年
に
わ
た
っ
て
室
町

幕
府
の
重
臣
に
依
り
て
、
松
之
山

は
領
有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
寛
正

四
年
頃
（
一
四
六
三
）
松
山
保
の

役
所
は
現
在
の
松
之
山
か
新
山
附

近
に
あ
っ
た
。
ー
村
山
家
古
絵
図

鎌
倉
幕
府
と

　
　
　
　
　
松
之
山

　
仁
木
氏
以
前
の
鎌
倉
時
代
の
松

山
保
は
、
北
条
義
時
の
遺
領
で
あ

っ
た
。
義
時
と
は
頼
朝
の
妻
、
政

子
の
弟
で
、
源
氏
と
将
軍
三
代
が

自
滅
し
た
後
、
競
争
相
手
を
次
々

と
攻
略
し
て
、
順
徳
上
皇
等
も
島

流
し
に
し
て
、
初
代
執
権
と
な
っ

た
鎌
倉
幕
府
最
強
の
権
力
者
で
あ

っ
た
。
な
お
、
姉
政
子
か
ら
の
書

簡
が
、
松
口
の
旧
家
に
あ
っ
た
と

伝
え
・
り
れ
る
が
離
村
の
際
に
無
く

し
た
と
い
う
。

　
義
時
以
前
の
松
山
保
に
つ
い
て

は
、
他
の
資
料
か
ら
推
測
し
て
頼

　自分たちをとりまく環境がめざましく変化

している今。まず足元からもう」度見つめな

おし、・自分たちがこれからこの町で生きて行

くために何をしたらいいのか。後輩たちのた

めに何をしておかなくてはならないのか。

　そんなことを女性の目から見て考えたいと

思います。

　気軽に参加していただき、気軽に話し合え

る会にしたいと思います。どうぞ、地域や町

に関心のある方、お集まりください。

撫　　　’ビ　　！酔導

伊勢氏の居城、高館城

1、日　時
　　6月26日（火）

　夜8時より

1、会　場

　自然休養村管理センター2階

　（担当　松之山町公民館　田辺久子）

新潟県警察官募集

「大学卒業者」

　郷土の治安を守り活躍する警察官。

　県では今年も意欲ある若者を募集しています。

　受験資格は、昭和38年4月2日から昭和44年4

月1日までに生まれた男子で、大学卒業者（卒業

見込み者を含む）となっています。

　受付期間は、7月16日まで、試験は、7月29日

新潟市で行われます。

　くわしい事は県内各警察署、派出所、駐在所に

お聞きください。

偽

押一
，

　
．
ム

．
．
導
　
6

「

’
（
．

闘

o

朝
が
弟
、
義
経
追
捕
を
名
目
と
し

て
、
諸
国
に
守
護
地
頭
を
置
い
た

文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
当
時
か

ら
置
か
れ
た
公
算
が
強
く
、
地
勢

や
出
土
品
か
ら
浦
田
の
西
之
前
が

第
一
候
補
地
と
な
ろ
う
。

　
江
戸
幕
府
と

　
　
　
　
　
松
之
山

　
時
代
が
下
っ
て
江
戸
幕
府
で
は
、

初
め
は
高
田
藩
の
徳
川
諸
代
大
名

の
領
地
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
徳

川
家
直
轄
の
天
領
と
し
て
明
治
維

新
ま
で
続
い
た
。
徳
川
幕
府
の
天

領
は
東
海
関
東
以
外
で
は
佐
渡
の

金
山
、
志
久
見
郷
（
長
野
県
栄
村
）

の
御
巣
鷹
山
（
鷹
狩
り
）
と
か
、

特
産
地
が
多
か
っ
た
。

　
で
は
何
故
、
歴
代
幕
府
が
揃
っ

て
松
之
山
を
重
視
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
？

　
ま
ず
、
古
来
重
要
な
街
道
「
松

之
山
街
道
（
豊
原
・
雁
ケ
峯
越
る
）

善
光
寺
街
道
（
深
坂
越
る
）
」
等

が
交
差
し
て
交
通
の
要
地
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
街
道
は
現
在
で
は

思
い
も
及
ば
ぬ
程
の
重
み
を
持
っ

て
い
た
。

　
次
に
縮
布
の
特
産
地
で
あ
っ
た

こ
と
で
、
源
頼
朝
も
上
杉
謙
信
も
、

上
京
の
節
は
大
量
の
白
布
を
時
の

朝
延
に
献
上
し
て
い
る
。
縮
布
は

松
之
山
郷
や
、
魚
沼
地
方
特
産
の

青
苧
の
織
物
で
、
雪
深
い
山
村
の

女
の
人
の
忍
耐
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　
第
三
の
理
由
は
、
砂
鉄
か
ら
の

製
鉄
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
？

　
鉄
鉱
石
か
ら
の
近
代
製
鉄
が
事

業
化
さ
れ
る
ま
で
、
砂
鉄
か
ら
の

鋳
鉄
は
大
切
な
仕
事
で
あ
り
、
松

之
山
に
は
砂
鉄
、
河
川
、
木
炭
資

源
等
条
件
は
す
べ
て
揃
っ
て
お
り
、

製
鉄
に
関
係
あ
る
古
地
名
も
、
伝

承
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
砂
鉄
鋳

鉄
の
研
究
は
全
国
的
に
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
松
之
山
も
そ
の
一

端
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
文
責
　
小
野
塚
正
（
藤
倉
）

圃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
短
歌
．
俳
句
ば
か
り
で
な
く
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

　
　
　
俳
句
　
舗
敷
編
ド
移
錨
納
ご
㎜

　
校
庭
の
ボ
ー
ル
飛
び
込
む
花
う
つ
ぎ

　
　
　
ふ
じ
つ
る

　
筍
の
藤
蔓
束
ね
無
人
市

　
こ
ろ
し
か
え

　
更
衣
す
る
気
に
な
れ
ず
お
り
し
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺
　
村
山
　
三
二
（
金
田
屋
）

　
卯
の
花
の
下
に
無
人
の
駅
が
あ
り

　
卯
の
花
の
盛
り
の
こ
ろ
に
タ
ラ
ス
会

　
卯
の
花
の
香
る
山
場
の
宿
に
居
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
下
　
福
原
芒
雲
（
隠
居
）

　
部
落
ご
と
立
札
建
て
し
春
の
山

　
見
え
ぬ
花
車
中
に
香
る
朴
の
花

　
　
　
　
　
　
　
こ
　
い
た
ち

　
若
草
を
ぬ
け
て
子
馳
道
切
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
靖
玲
（
隠
居
〉

　
五
月
晴
れ
身
に
し
み
渡
る
閑
古
鳥

　
五
月
晴
れ
美
人
林
に
恋
の
鳥

　
よ
い
空
気
五
月
晴
れ
な
る
松
之
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
戸
　
村
山
光
城
（
森
下
）

　
　
　
　
短
歌

　
啄
木
よ
君
が
遺
せ
し
春
春
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
握
の
砂
心
に
し
み
る

　
麗
し
く
ま
た
馨
し
き
五
月
果
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
に
齢
を
一
つ
加
へ
て

　
い
ち
め
ん
に
暮
色
た
だ
よ
ふ
水
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
っ
そ
り
浮
ぶ
鴨
の
つ
が
ひ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
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俊
一
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皆さんからのお便りをお待ちして
‘
－

地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
で
は
各
部
落
長
さ
ん
を
集

め
て
、
機
械
、
車
庫
、
駐
車
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
希
望

を
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
簡
単
に
こ
の
事
業

の
内
容
と
、
今
ま
で
に
各
部
落
か
ら
出
さ
れ
た
希
望

数
、
今
後
の
配
備
見
込
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
住
民

ノ
ノ
’

為蜘

安塚町に導入されている小型投雪機

ここ数年少雪のため、利用回数が少ないという

お
答
え
し
ま
す
H
こ
の
事
業
は
県

単
独
事
業
で
、
新
潟
県
で
は
特
別

豪
雪
地
域
の
指
定
の
あ
る
市
町
村

に
県
の
資
金
（
自
治
振
興
資
金
）

を
融
資
し
て
、
地
域
の
防
雪
体
制

を
強
化
し
、
除
雪
用
機
械
や
格
納

管
理
施
設
、
共
同
無
雪
駐
車
場
そ

の
他
を
整
備
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

自
発
的
に
防
雪
（
克
雪
）
活
動
を

行
い
、
冬
期
間
の
定
住
環
境
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
実
施
年
度
は
ニ
ケ
年
継
続
で
一

地
域
事
業
費
六
、
O
O
O
万
円
、

一
年
目
は
一
．
、
O
O
O
万
円
以
七

で
二
年
日
は
そ
の
残
り
の
事
業
費

と
な
り
ま
す
。
事
業
費
の
九
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
貸
付
け
、
五
パ
ー
セ

ン
ト
分
は
町
の
一
般
財
源
と
し
、

起
債
は
十
ケ
年
で
返
済
し
利
子
分

は
県
が
負
担
し
ま
す
。

　
車
庫
等
の
用
地
は
地
域
で
確
保

し
て
い
た
だ
き
、
町
へ
無
償
提
供

し
で
い
た
だ
き
ま
す
。
施
設
は
す

べ
て
町
の
所
有
と
な
り
、
管
理
運

営
を
地
域
に
委
託
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
機
械
等
の
維
持
管
理
費

は
、
す
べ
て
地
域
で
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
九
・
六

卜
年
度
に
中
立
山
地
域
（
中
立
山
・

田
麦
立
・
月
池
・
坂
中
・
豊
田
の

一
部
）
で
実
施
さ
れ
、
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
二
台
、
格
納
庫
一
棟
、
共
同

無
雪
駐
車
場
九
棟
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
各
部
落
か
ら
の
要
望
で

は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
二
〇
台
、
格

納
庫
十
六
棟
、
小
型
除
雪
機
械
五

九
台
、
共
同
無
雪
駐
車
場
三
〇
棟
、

共
同
駐
車
場
四
ケ
所
、
道
路
改
良

排
雪
用
道
路
等
ニ
ケ
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

県
の
こ
の
事
業
は
昭
和
五
十
七
年

度
よ
り
平
成
三
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
平
成
二
年
度
に
制

度
が
改
正
さ
れ
、
自
治
振
興
資
金

か
ら
地
域
づ
く
り
資
金
と
変
り
、

地
域
防
雪
事
業
は
、
平
成
二
年
度
、

三
年
度
に
着
手
し
た
も
の
に
限
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
以

降
に
つ
い
て
は
こ
の
事
業
が
続
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
、
県
で
は
決
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
県
単
の
補
助
事
業
で
六

〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
た
事
業
費

で
、
除
雪
機
械
や
格
納
庫
が
対
象

と
な
る
も
の
が
あ
り
、
防
雪
事
業

や
地
域
か
ら
は
ず
れ
た
分
を
補
充

し
て
行
く
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
県

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
具
体
的
に
は
ま
だ
決

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
役
場
　
総
務
課
）

蔓
マ
襲
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「みんなで防ごう土砂災害」
　　6月は土砂災害防止月間

鎌
　
懸

施
単
バ

獣請
騰
〃

　土砂災害は一瞬のうちに尊い生

命や財産を奪ってしまいます。

　山やガケ、川などでおかしな点

を見つけたらすぐに役場か、土木

事務所にご連絡ください。

　また、ふだんから避難場所を確

認しておきましょう。

（生年月日）

2・4・20
2・4・24
2・5・17

（死亡年月日）

2・5・12
2・5・15

おめでた（出齢
由美ちゃん　佐藤　充さんの二女（天水越

幸彦ちゃん　相沢秀雄さんの長男（水　梨

岳史ちゃん　遠藤和英さんの長男（藤　倉

お《導》み（死亡》

福原　正さん　91歳（東　川）玉津や

樋ロサイさん　89歳（中　尾）仙之助

　※4月29日から5月31日までの届出分です。

塾
君6
宗

霧。
㌍
村

軸
、

賢

オ
ー
イ響
騰

鰯臨
∫）

〈

毛
｝
つ

h
ら
（
な
い

／
＼

　
＠

o
．
o

！ク

総
£
食

〃
／
う
一

や
ぱ
り
，

蟹
ぐ
だ
ッ

こ
ん
ど
言

（
た
く
さ
ん

ぞ
っ
て
き
て

　
ぐ
求
〃

建ノ
吻
ζ

＠

oooρD
勇・勿劣忍

1灘1

、
　
9
、

　　白

　　も
緊〃

0
＾
u
　

　
　
〇

　
　
　
一

● 有
段
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
四
三
二
　
㎝

5
月
号
の
答
え

1図

イロハニホヘトチ
黒先生き（3手まで）．

（石の下）をご存知ですか，

　詰碁の解答を募集して

　います。

　6月25日までにハガキ
　などで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

1凶

● ③●
2

2図∠凶

●
● 4
2③

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷
）

　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本
）

　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）

黒
1
と
マ
ガ
る
の
が
よ
い
。
白
2
か
ら
4
が
最
強
の

手
で
す
が
…
…
。

（
2
図
正
解
つ
づ
き
）
黒
1
の
サ
ガ
リ
が
、
フ
ト
コ

ロ
を
広
げ
る
唯
一
の
生
き
筋
で
す
。

白
2
か
ら
4
と
き
て
も
、
セ
キ
に
な
り
ま
す
。

「

●



l
O
鵠
1

⑰

皆さんからのお便りをお待ちして
‘
－

地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
で
は
各
部
落
長
さ
ん
を
集

め
て
、
機
械
、
車
庫
、
駐
車
場
な
ど
い
ろ
い
ろ
希
望

を
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
簡
単
に
こ
の
事
業

の
内
容
と
、
今
ま
で
に
各
部
落
か
ら
出
さ
れ
た
希
望

数
、
今
後
の
配
備
見
込
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
住
民

ノ
ノ
’

為蜘

安塚町に導入されている小型投雪機

ここ数年少雪のため、利用回数が少ないという

お
答
え
し
ま
す
H
こ
の
事
業
は
県

単
独
事
業
で
、
新
潟
県
で
は
特
別

豪
雪
地
域
の
指
定
の
あ
る
市
町
村

に
県
の
資
金
（
自
治
振
興
資
金
）

を
融
資
し
て
、
地
域
の
防
雪
体
制

を
強
化
し
、
除
雪
用
機
械
や
格
納

管
理
施
設
、
共
同
無
雪
駐
車
場
そ

の
他
を
整
備
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

自
発
的
に
防
雪
（
克
雪
）
活
動
を

行
い
、
冬
期
間
の
定
住
環
境
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
実
施
年
度
は
ニ
ケ
年
継
続
で
一

地
域
事
業
費
六
、
O
O
O
万
円
、

一
年
目
は
一
．
、
O
O
O
万
円
以
七

で
二
年
日
は
そ
の
残
り
の
事
業
費

と
な
り
ま
す
。
事
業
費
の
九
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
貸
付
け
、
五
パ
ー
セ

ン
ト
分
は
町
の
一
般
財
源
と
し
、

起
債
は
十
ケ
年
で
返
済
し
利
子
分

は
県
が
負
担
し
ま
す
。

　
車
庫
等
の
用
地
は
地
域
で
確
保

し
て
い
た
だ
き
、
町
へ
無
償
提
供

し
で
い
た
だ
き
ま
す
。
施
設
は
す

べ
て
町
の
所
有
と
な
り
、
管
理
運

営
を
地
域
に
委
託
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
機
械
等
の
維
持
管
理
費

は
、
す
べ
て
地
域
で
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
九
・
六

卜
年
度
に
中
立
山
地
域
（
中
立
山
・

田
麦
立
・
月
池
・
坂
中
・
豊
田
の

一
部
）
で
実
施
さ
れ
、
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
二
台
、
格
納
庫
一
棟
、
共
同

無
雪
駐
車
場
九
棟
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
各
部
落
か
ら
の
要
望
で

は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
二
〇
台
、
格

納
庫
十
六
棟
、
小
型
除
雪
機
械
五

九
台
、
共
同
無
雪
駐
車
場
三
〇
棟
、

共
同
駐
車
場
四
ケ
所
、
道
路
改
良

排
雪
用
道
路
等
ニ
ケ
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

県
の
こ
の
事
業
は
昭
和
五
十
七
年

度
よ
り
平
成
三
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
平
成
二
年
度
に
制

度
が
改
正
さ
れ
、
自
治
振
興
資
金

か
ら
地
域
づ
く
り
資
金
と
変
り
、

地
域
防
雪
事
業
は
、
平
成
二
年
度
、

三
年
度
に
着
手
し
た
も
の
に
限
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
以

降
に
つ
い
て
は
こ
の
事
業
が
続
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
、
県
で
は
決
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
県
単
の
補
助
事
業
で
六

〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
た
事
業
費

で
、
除
雪
機
械
や
格
納
庫
が
対
象

と
な
る
も
の
が
あ
り
、
防
雪
事
業

や
地
域
か
ら
は
ず
れ
た
分
を
補
充

し
て
行
く
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
県

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
、
具
体
的
に
は
ま
だ
決

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
役
場
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務
課
）
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「みんなで防ごう土砂災害」
　　6月は土砂災害防止月間

鎌
　
懸

施
単
バ

獣請
騰
〃

　土砂災害は一瞬のうちに尊い生

命や財産を奪ってしまいます。

　山やガケ、川などでおかしな点

を見つけたらすぐに役場か、土木

事務所にご連絡ください。

　また、ふだんから避難場所を確

認しておきましょう。

（生年月日）

2・4・20
2・4・24
2・5・17

（死亡年月日）

2・5・12
2・5・15

おめでた（出齢
由美ちゃん　佐藤　充さんの二女（天水越

幸彦ちゃん　相沢秀雄さんの長男（水　梨

岳史ちゃん　遠藤和英さんの長男（藤　倉

お《導》み（死亡》

福原　正さん　91歳（東　川）玉津や

樋ロサイさん　89歳（中　尾）仙之助

　※4月29日から5月31日までの届出分です。
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5
月
号
の
答
え

1図

イロハニホヘトチ
黒先生き（3手まで）．

（石の下）をご存知ですか，

　詰碁の解答を募集して

　います。

　6月25日までにハガキ
　などで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

1凶

● ③●
2

2図∠凶

●
● 4
2③

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
　
谷
）

　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本
）

　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）

黒
1
と
マ
ガ
る
の
が
よ
い
。
白
2
か
ら
4
が
最
強
の

手
で
す
が
…
…
。

（
2
図
正
解
つ
づ
き
）
黒
1
の
サ
ガ
リ
が
、
フ
ト
コ

ロ
を
広
げ
る
唯
一
の
生
き
筋
で
す
。

白
2
か
ら
4
と
き
て
も
、
セ
キ
に
な
り
ま
す
。
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いいロボット、スーパーロボット
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たかはしえりかさん

ゼ
る
ゼ
い
ガ
お
ゆ
な

轟
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静
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ぜ
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職

　
　
　
　
　
秘
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駄
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奪
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曝，プ
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　せんせいがお花をみている所

　　　　　抽でガめ書二餌：
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黛
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みちでかめにあったおかあさん
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さとうえみさん

呼
彗
〃
τ
い
る

お
劣
之
ん

　
　
　
ニ
ヒ

　
　
　
之
舞
　
さ

　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
偽

　
　
　
　
　
　
鴛

　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
花

▼
5
月
の
で
き
ご
と

2
H
　
町
消
防
団
分
団
．
長
会
議

3
日
　
成
人
式

略
H
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

11

日
　
東
京
事
務
所
開
設

17

H
　
名
老
．
白
選
の
つ
ど
い

19

日
　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

m
日
　
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り

21

日
　
町
観
光
協
会
総
会

22

日
議
会
建
設
委
員
会
（
船
口

　
　
ま
で
）

24

日
　
ー
l
－
　
（
午
後
）

26

日
　
野
鳥
集
会
（
湯
本
）

27

日
　
第
三
卜
四
回
探
鳥
会

30

H
　
民
生
委
員
会

▼
6
月
の
予
定

l
H
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

4
日
　
　
〃
総
務
民
生
委
員
会

〃
　
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
日
衛
生
班
．
長
会
議

8
日
農
業
者
年
金
相
談
会

H
H
　
議
会
運
営
委
員
会

12

H
　
部
落
総
代
会
ハ
転
作
）

18

H
　
6
月
定
例
議
会
（
1
9
日
ま

　
　
　
で
）

〃
　
　
町
総
合
検
診
（
2
2
口
ま
で
）

24

日
　
町
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
大
会

26

日
　
町
消
防
半
日
訓
練

30

H
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
午
後
）

　
　
　
編
集
後
記

忙
が
し
か
っ
た
田
植
え
も
終

り
、
よ
う
や
く
一
段
落
で
き
ま

し
た
。

　し

か
し
、
こ
れ
か
ら
六
～
七

月
に
か
け
て
部
落
や
地
区
、
学

校
の
行
事
が
目
白
押
し
で
、
せ

っ
か
く
の
日
曜
日
も
休
ん
で
い

ら
れ
な
い
と
い
う
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暑
く

な
る
季
節
で
す
。
身
体
だ
け
は

く
れ
ぐ
れ
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
六
月
は
総
合
検
診
が
あ
り
ま

す
。
年
に
】
度
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
各
種
ガ
ン
検
診
も
進
ん
で

晋
、
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

六
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
八
、
二
（
　
二
）

　
男
／
一
、
八
九
四
（
　
二
）

　
女
／
一
、
九
八
八
（
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
七
（
　
O
V

（
）
内
は
五
月
一
日
と
の
比
較

広
報
ま
つ
の
や
ま
六
月
号

．
平
成
．
．
年
六
月
卜
．
五
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
奮
六
±
、
コ
ニ
ニ

編
集
／
議
会
事
務
局

六
月
の
土
曜
閉
庁
　
九
日
・
二
十
三
日

屠
降
屍
跨
噸
の
届
は
出
来
ま
す

広報

　　　1ggo7月号（Nα173）

㌧
V
．

’

←‘

、
　
，
駕
ξ

，
薫
γ

駄

、

6
月
は
運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン

松
之
山
小
学
校
区
で
も

6
月
1
7
日
に
大
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
状
態
が
悪
く

午
前
中
は
体
育
館
の
中
で
の

大
会
で
し
た
が
、
午
後
は
外
に

出
て
思
い
っ
き
り
走
っ
た
り

競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

』
濡
帰
、


